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和文要旨　53

根室海峡におけるスケトウダラ魚群の分布と海況－I　

　産卵前の水平および垂直分布

志田　修　

　1996年から1998年の11月下旬または12月上旬に根室

海峡と知床半島のオホーツク海側において計量魚探調

査を行い，スケトウダラ成魚の分布と海洋環境を調べ

た。スケトウダラ魚群はオホーツク海側では観察され

なかったが，根室海峡側では主産卵場と考えられてい

る松法から知円別の海域における魚群反応が強く，知

円別から知床岬までの海域では沿岸部のみに分布して

いた。魚群の分布水深は年による違いが認められたが，

水温は2～5℃の範囲にあった。これらの結果から，ス

ケトウダラは産卵前の11月下旬から12月上旬には根室

海峡の産卵場に来遊しており，その鉛直分布は2～5℃

を有する混合水の分布の影響をうけると考えられた。

A324　北水試研報　59  1-10  2001

音響資源調査で得られた北海道西岸日本海のスケトウ

ダラ産卵群の分布特性と現存量

三宅博哉，石田良太郎，武藤卓志，

安部幸樹，向井　徹，飯田浩二

　1996～1998年の各年10月に北海道西岸日本海で，計

量魚群探知機によりスケトウダラの空間分布を調べ，

その現存量を推定した。スケトウダラは各年とも南側

海域の大陸棚斜面域に多かった。分布深度は，沿岸域

で，昼間380～440m，夜間340～460m，沖合域で，昼

間420～580m，夜間340～500mであった。分布様式は

昼夜で異なり，夜間には水平的，鉛直的に分散する傾

向が見られ，特に上方への移動が顕著であった。これ

らから音響調査には夜間が適していると考えられた。

昼夜込みのデータを用いて推定した現存量は，1996年

が23万トン，1998年が45万トンであった。しかし，昼

夜毎の推定値の比較から，これらは20%程度過小評価

していると考えられた。また，空間サンプリング誤差

は10%程度であったので，現存量の推定誤差の合計は

約28%と推定された。

A325　北水試研報　59  11-24  2001

1996,1997年で道西日本海におけるスルメイカの体サイ

ズが異なった要因

坂口健司，高柳志朗　

  道西日本海において1996，1997年の6月と8月に採集

されたスルメイカについて，平衡石による日齢査定を

行い，体サイズが異なった要因について検討した。

  スルメイカの平均外套長は1996年よりも1997年の方

が大きく，1996年では6月で181㎜，8月で229㎜であ

り，1997年では6月で220㎜，8月で250㎜であった。こ

れらのスルメイカの日齢を比較した結果，1997年の方

が高齢であったが，平均日齢の差は6月で6日，8月で7

日と小さかった。一方，日齢10日間隔の平均外套長を

両年で比較した結果，1997年の方が有意に大きく，両

年の成長に大きな差異が認められた。以上から，1996，

1997年で体サイズが異なった要因は，主に大きな成長

の差であると考えられた。また，発生時期が遅いほど1

日当たりの外套長の平均成長（外套長／日齢）が大き

くなる傾向がみられた。

A326　北水試研報　59  25-30  2001

忍路湾における沿岸水温と栄養塩の関係

中多章文，八木宏樹，宮園　章，

安永倫明，川井唯史，飯泉　仁

　忍路湾内の3地点において，1992年7月から1999年7
月までの7年間，約10日に1度の頻度で水温，塩分，ク

ロロフィルa，透明度，硝酸塩＋亜硝酸塩濃度，リン酸

塩濃度を測定した。このデータから各環境条件の月平

均値を求め，季節変化と経年変化，水温と栄養塩濃度

の関係について調べた。忍路湾内の水平，鉛直方向の

環境要因の差について，塩分および硝酸塩＋亜硝酸塩

では，湾奥－湾口方向の水平方向の差に比べ，表層-5m
層間の鉛直方向の差が，年平均値で一桁大きいことが

わかった。5m層の1月から3月までの冬季平均水温と硝

酸塩＋亜硝酸塩濃度との間には，負の相関関係が認め

られ，表層，5m層あわせた回帰直線の傾きは-0.92と
なった。3月から5月にかけての融雪期において，表層

の平均水温と硝酸塩＋亜硝酸塩濃度，および表層の平

均塩分と硝酸塩＋亜硝酸塩濃度に負の相関が認められ

た。これらのことから，忍路湾においてホソメコンブ

の現存量変動に関係する水温変動には，栄養塩類の変

動も伴っているといえる。

A327　北水試研報　59  31-41  2001



54　　和文要旨

カラフトマス肉糊の加熱ゲル形成に及ぼす温度の影響

と物性の改善

武田浩郁，飯田訓之，信太茂春，錦織孝史

　カラフトマスから調製したすり身に，タンパク質分

解酵素阻害剤あるいは種々の食品添加物の共存下で3%

NaClを含む肉糊を調製した。30℃で1段加熱を施した

2段加熱ゲルは，破断強度の低下とともにミオシン重鎖

の分解が確認された。しかし，この現象はシステイン

プロテアーゼインヒビター(E-64)あるいは牛血漿粉末

を添加することによって効果的に抑制することができ

た。2段加熱ゲルの物性は，トランスグルタミナーゼを

含む食品添加物の添加によって改善された。カラフト

マスとサケの加熱ゲル特性は類似しており，物性改善

の1つの方法として，トランスグルタミナーゼを含む食

品添加物と牛血漿粉末との併用が有効であった。

A328　北水試研報　59  43-48  2001
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